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ー事務室の彦坂綾さんのおかげでパリの 14 区にある国

際大学都市（CIUP）に宿泊することができ、寮生活を

しながら研究に取り組むことができた。

現地調査をした結果、非常口のデザインは国際標準化

されているが、標識の大きさや表現の仕方、設置場所な

どは国によって異なっていることがわかった。また、病

院によっても異なるが、診療科の位置をわかりやすく示

すために、床や壁、柱などに色や絵を使うという標識の

導線の考え方を応用していた。このような考え方は、少

しずつではあるものの日本国内でも大手建設会社などが

建物内に取り入れつつある。私は、パリ市内にある病院

の歴史はもちろん、その国の経済状態をはじめ文化や歴

史が研究に関係しているため、様々な方面から情報収集

を行い、知識を養っていった。

滞在中は、同じ寮に住んでいる方や、そのフロアーを

清掃している方、寮を管理されている方と簡単な挨拶に

始まり、よく立ち話をした。ほとんどの人が、ほんのわ

ずかな時間でもコミュニケーションを図ろうという気持

ちが高く驚いてしまった。逆に、バスや地下鉄では、時

間帯にもよるが、会話を楽しんでいる人もいれば、多く

の人は新聞や分厚い本を読んでいて、それにもとても驚

いた。

現地の指導教官であった Charlotte Von Verschuer

先生からパリ市内外にある国立図書館を紹介して頂いた

ので、現地での研究にとても役に立った。Verschuer

先生のご紹介で、ソルボンヌ大学近くの図書館や東アジ

ア文明研究センターにて、貴重書籍などを拝見させてい

ただいた。そこでは日本国内では見ることができない資

料を拝見させていただき、そこで私は文化財保護の重要

さを改めて知ることができた。

滞在してから１週間経ったころに非文字資料研究セン

ターを通して知り合った Delphine Vomscheid さんと

Quai de la Gare 駅の近

くで会った。その時に「本

気で良い研究成果を残した

い気持ちがあるのなら大学

の図書館を紹介するよ」と

言われ、Delphine さんが

在籍している大学の図書館

を紹介して頂いた。図書館

の中に入ると、図書館の閲

覧席はいつも満席で、みな真剣に机に向かって勉強や研

究をしていた。その姿を見る度に、「私自身、研究に対

してもっと真剣に取り組まなくてはいけない」と、身が

引き締まる思いがした。CIUP の中にも図書館があり、

そこでも同様の光景を目にした。大学や CIUP の図書

館にある書籍を読んでは、参考文献のページで新たな書

籍を見つけ、本の所蔵先を調べると他の図書館にあるこ

とが分かり、そしてその図書館に行ってみるといった、

“図書館の縁”ともいえる繋がりが帰国する間際まで続

いた。

EPHE の Christophe Valia-Kollery 先生には大変

お世話になった。病院の取り組みや、必ず行っておくべ

き病院を教えて頂いた。Valia-Kollery 先生と週１回、

標識１つから見える日本とフランスの考え方の違いや病

院の現状など、幅広い視点から議論させて頂くことがで

き、とても感謝している。

研究の合間や調査機関の移動途中には、いつも空を見

ていた。日本と気候条件は異なるが空の色がとても綺麗

で印象的だった。今でもその写真を見る度に、現地にい

た時のことを思い出しては頑張ろうという気持ちになる。

EPHE の Laurence Frabolot 先 生、Charlotte 

Von Verschuer 先生、Christophe Valia-Kollery 先生、

Delphine Vomscheid さん、神奈川大学非文字資料研

究センターの田上繁先生、事務の彦坂綾さんをはじめ大

変お世話になった事務の方々、日頃、授業や研究等で大

変お世話になっている小山和伸先生と的場昭弘先生、諸

先生方には、今回フランス国立高等研究院に籍を置かせ

て頂き現地調査をさせていただく機会を与えてくださっ

たことにとても感謝している。この研究を通して非文字

の可能性は沢山あることに気付かされた。本当に、あり

がとうございました。

いつも見上げていたパリの空 研究の息抜きに散策した公園
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センター研究員
名　　　前 所属部局 職　　　名 研究班

内田　青蔵（センター長） 工学研究科建築学専攻 教授 3
大里　浩秋（副センター長/運営委員<研究会担当>） 外国語学研究科中国言語文化専攻 教授 3
小熊　誠（運営委員<国際交流担当>） 歴史民俗資料学研究科 教授 4
熊谷　謙介（事務局長/運営委員<事務総括担当・編集担当>） 外国語学部国際文化交流学科 准教授 2
鳥越　輝昭（運営委員<国際交流担当>）　　　　　　 外国語学研究科欧米言語文化専攻 教授 2
大串　潤児 信州大学人文学部 准教授 8
川島　秀一 東北大学災害科学国際研究所 教授 5
木下　宏揚 工学研究科電気電子情報工学専攻 教授 7
金　容範 非文字資料研究センター 客員研究員 3
小松原　由理 外国語学部国際文化交流学科 准教授 2
佐野　賢治 歴史民俗資料学研究科 教授 7
須崎　文代 非文字資料研究センター 客員研究員 3
孫　安石 外国語学研究科中国言語文化専攻 教授 3
田上　繁 歴史民俗資料学研究科 教授 6
津田　良樹 工学部建築学科 助教 4
富澤　達三 葛飾区郷土と天文の博物館 博物館専門調査員（非常勤） 8
中島　三千男 歴史民俗資料学研究科 教授 4
能登　正人 工学研究科電気電子情報工学専攻 准教授 7
ステファン・ブッヘンベルゲル 外国語学部国際文化交流学科 准教授 2

ジョン・ボチャラリ 明治大学文学部
歴史民俗資料学研究科

客員教授
非常勤講師 1

前田　孝和 株式会社　神社新報社 取締役総務部長 4
宮田　純子 工学部電気電子情報工学科 特別助手 7
村井　寛志　　　　　 外国語学研究科中国言語文化専攻 准教授 3
森　武麿 歴史民俗資料学研究科 教授 6, 8
森山　優 静岡県立大学大学院国際関係学研究科 准教授 8
安田　常雄 歴史民俗資料学研究科 特任教授 6, 8
安室　知 歴史民俗資料学研究科 教授 5
クリスチャン・ラットクリフ 外国語学部国際文化交流学科 准教授 1

研究協力者
新垣　夢乃 歴史民俗資料学研究科 博士後期課程 8
稲宮　康人 写真家 4
金子　展也 株式会社　日立ハイテクトレーディング 4
何　彬      　　             首都大学東京教養学部　 教授 1
菊池　敏夫 日本大学通信教育部 非常勤講師 3
吉川　良和 外国語学部中国語学科 非常勤講師 3
君　康道 東京大学大学院総合文化研究科 講師 1
栗原　純 東京女子大学現代教養学部 教授 3
小松　大介 豊島区立郷土資料館   　　　　　　　 資料整理員  7
小山　亮 明治大学大学院文学研究科 博士後期課程 8
辻子　実 日本キリスト教協議会靖国神社問題委員会 委員長 4
鈴木　一弘 高知大学自然科学学系理学部門 助教 7
徐　東千   　　             東京大学生産技術研究所　 準博士研究員 1
田島　奈都子 青梅市立美術館 主査　学芸員 3
常光　徹 国立歴史民俗博物館 教授 5
冨井　正憲 漢陽大学校建築大学 教授 3
中井　真木 早稲田大学国際教養学部 助手 1
原田　広 非文字資料研究センター 8
松田　睦彦 国立歴史民俗博物館　 准教授 5
松本　和樹 歴史民俗資料学研究科 博士後期課程 8

2014 年度　センター研究員・研究協力者
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名　　　前 所属部局 職　　　名 研究班

山本　志乃 旅の文化研究所 主任研究員 5
李　利 非文字資料研究センター 1
若宮　幸一 旧古河鉱業若松ビル 館長 6
渡邊　奈津子 非文字資料研究センター 4

研究班：１　『マルチ言語版絵巻物による日本常民生活絵引』編纂共同研究
 2　19世紀前期ヨーロッパ生活絵引研究
 3　中国・朝鮮の旧日本租界
 4　海外神社跡地のその後

 5　汽水の生活環境史
 6　船上生活者の実態とその変容に関する研究
 7　 インターネット・エコミュージアムのためのデータマイニングとユーザインタ

フェース等の基盤技術に関する研究
 8　戦時下日本の大衆メディア研究

研究課題 氏名（所属）
非文字資料から見る「かくれキリシタン信仰」 小泉　優莉菜（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
フエ地域のオンタオ（竈神）祭祀シン村オンタオ版画を中心に 鍋田　尚子（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
韓国解放後における6つの国弊社の解体と跡地変還の研究 諸葛　衍（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
現代華北農村の土地制度の変革による家産分配の変化 王 新 艶（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
階段から見た我が国戦前期の住宅の変還に関する一考察 古俣　和将（工学研究科建築学専攻博士前期課程）

2014 年度　奨励研究者決定

国際常民文化研究機構　刊行物

神奈川大学日本常民文化研究所　調査報告書

神奈川大学国際常民文化研究機構より、国際常民文化研究叢書が４巻刊行されました。

国際常民文化研究叢書　第 5 巻
環太平洋海域における伝統的
造船技術の比較研究

国際常民文化研究叢書　第 6 巻
民具の名称に関する基礎的研究

［民具名一覧編］

国際常民文化研究叢書　第 7 巻
アジア祭祀芸能の比較研究

国際常民文化研究叢書　第 8 巻
アチックフィルム・写真にみる
モノ・身体・表象［資料編］

第 21 集（常民文化奨励研究　調査報告書）
『有明海及び中海の里海としての利用慣行』

第 22 集（常民文化奨励研究　調査報告書）
『アイヌ民族に伝わる漆器の調査研究－ア
イヌ民具としての漆器類の基礎的データ
の収集と分析－』
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第 18回常民文化研究講座「船模型・船図・船絵馬」−和船資料の保存と活用−

第 97 回神奈川大学日本常民文化研究所研究会

神奈川大学日本常民文化研究所　展示室のご紹介

　2014年3月25日、横浜キャンパス新棟（3号館）の完成に併せて、同３号館内に「神奈川大学展示ホール」が新設され、その一

角に〔神奈川大学日本常民文化研究所展示室〕〔企画展示室〕が新設されました。

　〔神奈川大学日本常民文化研究所展示室〕は1921年渋沢敬三により創設されて以来の研究所の変遷を、実物資料と写真パネルを

中心に展示しています。

　〔企画展示室〕では、第1回企画展として「近藤友一郎和船模型の世界」を開催しています。この展示は所蔵する「近藤和船研究

所コレクション」の船大工道具や模型などの資料を展示し、船大工近藤友一郎

氏の卓越した技術と研究によって制作された和船模型をとおして、船を介した

海との関わりの重要性を考えるものです。また地下１階ロビーには近藤氏が製

作した和船の実物大断面模型も展示されています。

開　館：月～土曜日　10:00～17:00　参観自由　※入館は16:30まで

休　館：日曜日・祝日、大学所定の休日、授業日以外の土曜日

日　時：2014年10月15日（水）17:30～19:00

場　所：神奈川大学横浜キャンパス　9号館11号室

講演者：酒向伸行（御影史学研究会代表理事）

主　催：神奈川大学日本常民文化研究所

お問い合わせは、神奈川大学日本常民文化研究所　℡045-481-5661　内線4358

趣　旨

　日本常民文化研究所は、創設以来海村資料による海域海民史

研究に先駆的役割を果たしてきた。中でも当研究所財団の初代

理事長を務めた桜田勝徳は、日本各地に残る木造漁船の船名を

収集整理した「船名集」や、北陸山陰地方の漁村に残る木造漁

船の中央断面構造の分析から和船の発達過程を論じ、現在の和

船研究の基礎を築いたといえる。

　このたび、船大工の経験を生かし和船研究の成果を船舶模型

の製作により発表してきた近藤友一郎氏が開設した「近藤和船

研究所」の資料が当研究所に受け継がれ、その一部を紹介する

企画展「近藤友一郎和船模型の世界」が開催されている。

　近年、菱垣廻船実物大復元船を展示していた大阪市の「なに

わの海の時空館」や青森市の「みちのく北方漁船博物館」が相

次いで閉館するなど、和船資料の保存には困難な情勢となって

いる。そこには、船という大型資料のもつ特有の問題点も垣間

見られるが、海そのものに対する関心の希薄さも感じられる。

　そこで、本年度の常民文化研究講座ではこれらの問題点を念

頭に、和船研究のこれまでを振り返り、実物資料とともに和船

研究にとって重要な模型・図面・絵馬をはじめとする絵画資料

に焦点を当て、それらの調査、収集、保存と活用について検討

を加えたい。

日　　　時：2014年11月15日（土）13：00～17：00

場　　　所：神奈川大学横浜キャンパス　3号館305教室

基調講演：�昆　政明（神奈川大学）

� 　「復元弁才船の帆走と海事資料の活用」

パネル報告：�真島俊一（TEM研究所）

� 　「近藤和船研究所の資料とその特長について」

� 小堀信幸（船の科学館）

� 　「海事資料保存の現状と課題」

� 神野善治（武蔵野美術大学）

� 　「船霊と船の祭り－船の民俗学－」

総合討論：コーディネーター�小島孝夫（成城大学）

� 　　※報告のテーマは変更することがあります。

主　　　催：神奈川大学日本常民文化研究所

お問い合わせは、神奈川大学日本常民文化研究所
℡045-481-5661　内線4358

憑霊信仰の歴史と民俗
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名　　　前 所属部局 職　　　名 研究班

山本　志乃 旅の文化研究所 主任研究員 5
李　利 非文字資料研究センター 1
若宮　幸一 旧古河鉱業若松ビル 館長 6
渡邊　奈津子 非文字資料研究センター 4

研究班：１　『マルチ言語版絵巻物による日本常民生活絵引』編纂共同研究
 2　19世紀前期ヨーロッパ生活絵引研究
 3　中国・朝鮮の旧日本租界
 4　海外神社跡地のその後

 5　汽水の生活環境史
 6　船上生活者の実態とその変容に関する研究
 7　 インターネット・エコミュージアムのためのデータマイニングとユーザインタ

フェース等の基盤技術に関する研究
 8　戦時下日本の大衆メディア研究

研究課題 氏名（所属）
非文字資料から見る「かくれキリシタン信仰」 小泉　優莉菜（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
フエ地域のオンタオ（竈神）祭祀シン村オンタオ版画を中心に 鍋田　尚子（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
韓国解放後における6つの国弊社の解体と跡地変還の研究 諸葛　衍（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
現代華北農村の土地制度の変革による家産分配の変化 王 新 艶（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）
階段から見た我が国戦前期の住宅の変還に関する一考察 古俣　和将（工学研究科建築学専攻博士前期課程）

2014 年度　奨励研究者決定

国際常民文化研究機構　刊行物

神奈川大学日本常民文化研究所　調査報告書

神奈川大学国際常民文化研究機構より、国際常民文化研究叢書が４巻刊行されました。

国際常民文化研究叢書　第 5 巻
環太平洋海域における伝統的
造船技術の比較研究

国際常民文化研究叢書　第 6 巻
民具の名称に関する基礎的研究

［民具名一覧編］

国際常民文化研究叢書　第 7 巻
アジア祭祀芸能の比較研究

国際常民文化研究叢書　第 8 巻
アチックフィルム・写真にみる
モノ・身体・表象［資料編］

第 21 集（常民文化奨励研究　調査報告書）
『有明海及び中海の里海としての利用慣行』

第 22 集（常民文化奨励研究　調査報告書）
『アイヌ民族に伝わる漆器の調査研究－ア
イヌ民具としての漆器類の基礎的データ
の収集と分析－』
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第 18回常民文化研究講座「船模型・船図・船絵馬」−和船資料の保存と活用−

第 97 回神奈川大学日本常民文化研究所研究会

神奈川大学日本常民文化研究所　展示室のご紹介

　2014年3月25日、横浜キャンパス新棟（3号館）の完成に併せて、同３号館内に「神奈川大学展示ホール」が新設され、その一

角に〔神奈川大学日本常民文化研究所展示室〕〔企画展示室〕が新設されました。

　〔神奈川大学日本常民文化研究所展示室〕は1921年渋沢敬三により創設されて以来の研究所の変遷を、実物資料と写真パネルを

中心に展示しています。

　〔企画展示室〕では、第1回企画展として「近藤友一郎和船模型の世界」を開催しています。この展示は所蔵する「近藤和船研究

所コレクション」の船大工道具や模型などの資料を展示し、船大工近藤友一郎

氏の卓越した技術と研究によって制作された和船模型をとおして、船を介した

海との関わりの重要性を考えるものです。また地下１階ロビーには近藤氏が製

作した和船の実物大断面模型も展示されています。

開　館：月～土曜日　10:00～17:00　参観自由　※入館は16:30まで

休　館：日曜日・祝日、大学所定の休日、授業日以外の土曜日

日　時：2014年10月15日（水）17:30～19:00

場　所：神奈川大学横浜キャンパス　9号館11号室

講演者：酒向伸行（御影史学研究会代表理事）

主　催：神奈川大学日本常民文化研究所

お問い合わせは、神奈川大学日本常民文化研究所　℡045-481-5661　内線4358

趣　旨

　日本常民文化研究所は、創設以来海村資料による海域海民史

研究に先駆的役割を果たしてきた。中でも当研究所財団の初代

理事長を務めた桜田勝徳は、日本各地に残る木造漁船の船名を

収集整理した「船名集」や、北陸山陰地方の漁村に残る木造漁

船の中央断面構造の分析から和船の発達過程を論じ、現在の和

船研究の基礎を築いたといえる。

　このたび、船大工の経験を生かし和船研究の成果を船舶模型

の製作により発表してきた近藤友一郎氏が開設した「近藤和船

研究所」の資料が当研究所に受け継がれ、その一部を紹介する

企画展「近藤友一郎和船模型の世界」が開催されている。

　近年、菱垣廻船実物大復元船を展示していた大阪市の「なに

わの海の時空館」や青森市の「みちのく北方漁船博物館」が相

次いで閉館するなど、和船資料の保存には困難な情勢となって

いる。そこには、船という大型資料のもつ特有の問題点も垣間

見られるが、海そのものに対する関心の希薄さも感じられる。

　そこで、本年度の常民文化研究講座ではこれらの問題点を念

頭に、和船研究のこれまでを振り返り、実物資料とともに和船

研究にとって重要な模型・図面・絵馬をはじめとする絵画資料

に焦点を当て、それらの調査、収集、保存と活用について検討

を加えたい。

日　　　時：2014年11月15日（土）13：00～17：00

場　　　所：神奈川大学横浜キャンパス　3号館305教室

基調講演：�昆　政明（神奈川大学）

� 　「復元弁才船の帆走と海事資料の活用」

パネル報告：�真島俊一（TEM研究所）

� 　「近藤和船研究所の資料とその特長について」

� 小堀信幸（船の科学館）

� 　「海事資料保存の現状と課題」

� 神野善治（武蔵野美術大学）

� 　「船霊と船の祭り－船の民俗学－」

総合討論：コーディネーター�小島孝夫（成城大学）

� 　　※報告のテーマは変更することがあります。

主　　　催：神奈川大学日本常民文化研究所

お問い合わせは、神奈川大学日本常民文化研究所
℡045-481-5661　内線4358

憑霊信仰の歴史と民俗
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年報『非文字資料研究』への寄稿について

　人類文化の研究は、人間それ自身と人間が織り成す社会を研究することを目的とするが、その研究

は文字で表現された資料を主な対象として行われてきた。しかし、人間の活動とその結果生み出され

るものは、文字で記録されたものに止まらない。絵画・写真・映画・建築・民具・音声などの形で記

録されたり、地形や景観あるいは人間の身体それ自身に刻み込まれたりもする。さらに、匂い・しぐさ・

味覚・感触など「記録化」することが難しいものも、人類文化を構成する大事な要素である。

　非文字資料研究センターは、そのような文字以外の記録及び文字では表現されにくい人間の諸活動

を「非文字資料」として体系化し、それを研究する新しい方法を開発し、より包括的な人間と文化の

理解にいたることを目指している。21世紀COEプログラム「人類文化研究のための非文字資料の体

系化」（2003－2007年度）以来、わたしどもは、その目的を達成するために＜図像＞＜身体技法＞

＜環境・景観＞のなかから研究課題を絞り込み、共同研究を展開してきた。この共同研究は、歴史学・

民俗学はもとより、文化人類学、比較文化論、美術史、建築史、災害史、情報科学などを専門とする

内外の研究者によって支えられてきた。�

　このように多様な学問的広がりを有する非文字資料は、世界各国の地域文化の諸相を具体的かつ可

視的に示す絶好の資料であるとともに、資料自体が多層的な時代・地域において蓄積されてきた背景

をもっているため、研究方法としても比較歴史的な視点を求めるものであり、ひいては、人類文化研

究の総合的・学際的な発展の可能性を有してもいる。

　しかし、研究資料の分析指標の設定、意味の解読という困難な作業には、研究概念と成果の普遍性

が求められる。また世界共通の標準的・普遍的な研究資料の資料化・体系化を行うには、世界各地域

の関連学問分野の研究者による相互検証が不可欠である。本センターの研究活動においても、関係研

究者との共同作業を必要としている。

　年報『非文字資料研究』は、世界の各地域において活躍されている非文字資料研究者からの寄稿を

歓迎し、本誌が多分野にわたる研究者相互の学問的遭遇の場として発展するとともに、人類文化の豊

かな研究に寄与することを期待する。

年報への寄稿をご希望の方は、当センターのホームページをご参照いただき、執筆要項等の詳細をご確認ください。

エントリー募集期間：毎年７月～９月

原 稿 締 め 切 り：毎年 11 月末（その後、査読があります）

エ ン ト リ ー 用 紙：当センターのホームページよりダウンロードしてください。

年 報 執 筆 要 項：当センターのホームページよりご確認ください。

エントリーシートの提出・年報に関する問い合わせ先：

非文字資料研究センター　（E-mail: himoji-nempo@kanagawa-u.ac.jp）

ホームページ：　http://himoji.kanagawa-u.ac.jp/
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主な研究活動
運営委員会

2013年度
第8回	 1月29日	 	2013年度研究協力者人事について、センター長の選任（二次投票）について、2014年度以降

の客員研究員の扱いについて、2013年度予算残額の扱いについて、21号館４階研究室の改修
について

第9回	 2月28日	 	センター規程の一部改正（案）について、2013年度事業報告書（案）について、2014年度事
業計画書（案）について、2014年度研究担当者人事について、年報執筆要項の改訂について、
2014年度海外提携機関との招聘・派遣研究員の運用について

第10回	 3月20日	 	センター要覧2014-2016年度版の編集について、2014年度海外提携機関からの招聘研究員募
集要項について、2014年度海外提携機関への派遣研究員募集要項について、2014年度のセン
ター運営体制（準備・引継ぎ等）について

2014年度
第1回	 4月23日	 	2014年度予算（配分）について、2014年度奨励研究募集要項について、ニューズレター

No.32の編集方針について、年報執筆要項の改訂（案）について、査読規程の改訂（案）につ
いて、2014年度第1回公開研究会(租界班	第43回研究会)、2014年度第2回公開研究会(租界班	
第44回研究会)について

第2回	 5月28日	 	2014年度奨励研究審査について、2014年度海外提携機関への派遣研究員について、2014年
度海外提携機関からの招聘研究員について、年報執筆要項の改訂（案）について、査読規程の
改訂（案）について

研究員会議
2013年度	
第4回	 12月13日	 センター長の選任について
第5回	 1月29日	 	センター長の選任（二次投票）について、2014年度以降の客員研究員の扱いについて、2013

年度予算残額の扱いについて、21号館4階研究室の改修について
第6回	 2月28日	 	センター規程の一部改正（案）について、2013年度事業報告書（案）について、2014年度事

業計画書（案）について、2014年度研究担当者人事について、年報執筆要項の改訂（案）に
ついて

2014年度
第1回	 4月23日	 2014年度予算（配分）について

研究会

　研 究 班　

2013年度
『日本近世生活絵引』奄美・沖縄編編纂共同研究・研究会　1月7日、2月13日、14日、23日、24日
東アジアの租界とメディア空間・研究会　12月18日
2014年度
中国・朝鮮の旧日本租界・研究会　4月18日
戦時下日本の大衆メディア研究・研究会　4月30日

現地調査

調査テーマ 日　程 場　所 調査メンバー

『ヨーロッパ近代生活絵引』
編纂共同研究

2014年3月20日～
31日

ドイツ・オーストリア(ミュンヘ
ン・ウィーン他）

ステファン・ブッヘンベルゲル

東アジアの祖界とメディア空間 2014年1月15日～
19日 イギリス（アバディーン） 孫安石

水辺の生活環境史 2014年2月21日 東京築地 安室知・川島秀一・常光徹・
山本志乃・松田睦彦

表 紙 紹 介
台北市の北部（現在の圓山大飯店の地）に、明治34（1901）年に鎮
座した官幣大社台湾神社であるが、社殿群や付属施設などの全貌を
示す資料は意外と少ない。その全貌を立体的に鳥瞰図として示すもの
が『官幣大社台湾神社境内之図』（辻子コレクション）である。縦
600mm、横 780mmの比較的大きな細密銅版画であり、建物細部
や狛犬・石燈籠まで詳細に描かれている。一方、写真の狛犬は圓山大
飯店前に今も残る神社時代の狛犬である。（写真撮影：津田）

編 集 後 記
今年度から共同研究の第３期が始まりました。各研究班の紹介ととも
に、昨年度末に行われた租界班と海外神社班の公開研究会の報告を
お送りします。また、好評を得た国策紙芝居の公開研究会を出発点と
して、「戦時下日本の大衆メディア研究」研究班が立ち上がりました。
今回も内容盛り沢山で増頁となりましたが、今後も研究報告を中心に、
当センターの活発な研究状況をお伝えしていきます。（K.K）
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